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31,800

10,600

住まい
（利用者）

メディエイト鶴翔苑
●入所　●ショートステイ
●通所

●急性期病院
●回復期リハビリ病院 

訪問看護ステーション
訪問介護ステーション

居宅介護支援センター

熊本市東2
地域包括支援センター
「ささえりあ保田窪」

鶴田病院

●一般病棟
●回復リハビリテーション病棟
●緩和ケア病棟

病気になったら…

医 療

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

※地域包括ケアシステムは、おおむね30分以内に必要なサービスが
　提供される日常生活圏域（具体的には中学校区）を単位として想定

通院・入院

通所・入所

認知症の人

いつまでも元気に暮らすために・・・

生活支援・介護予防

介護が必要になったら…

介 護

介護老人保健施設

・老人クラブ
・自治会

・ボランティア
・NPO等
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法人の理念　　
最良の医療、福祉サービスを提供する、
「笑顔」に満ちた地域の施設を目指す。

基本方針
●患者中心の笑顔があふれる病院を目指す
●最良の全人的医療を提供
●病気の早期発見、早期治療
●チーム医療と地域連携
●自己研鑽と、専門知識の向上
●経営意識をもって運営に参加
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訪問リハビリテーション

移動や日常生活での動作を
より行いやすくする為の、
柔軟性や筋力増強の身体機能練習。

自宅での環境や生活状況に応じた
歩行練習や日常生活動作練習。

より安全、快適に生活しやすくする為の
福祉用具の選定や住環境の提案と検討。

かかりつけ医師やケアマネージャーまたは、
利用している各サービスのスタッフと連携を
図りながらリハビリをすすめていきます。自宅でできる運動のご紹介

ご家族や住環境を考慮した介助方法の指導。

Q.訪問リハビリは誰でも受けれるの？

A.介護保険をお持ちの方が対象になります。

Q.訪問リハビリはどういう事をするの？

A.通院や外出が困難な方のご自宅に
　リハビリスタッフが訪問し、住み慣れた環境で
　出来る限り自立した生活が送れるよう、
　お一人お一人の状況や環境に合わせた
　リハビリプログラムを考案し、実施させて頂きます。

訪問リハビリの具体的内容

平成27年10月1日に
新規開設しました。

ご利用までの流れ

ご本人・ご家族

かかりつけ医師
またはケアマネージャー

かかりつけ医師
またはケアマネージャー

訪問リハビリテーション

かかりつけ医師を受診

利用の相談

利用の依頼

診療情報提供書による指示

訪問リハビリテーション経過

※訪問リハビリの指示作成
　を目的とした受診になります

訪問リハビリテーションを実施
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　訪問介護ステーションは、介護福祉士やホームヘルパー等、７名体制で要

介護・要支援の方々に食事の介助・排泄の介助・入浴介助・衣類着脱等の「身

体介護」、調理・洗濯・掃除・買い物等の「生活援助」のサービス提供を行って

います。

　近年、介護の現場では質の高い介護サービスが求められています。訪

問介護ステーションでは、積極的な研修・勉強会への参加、知識や技術の

向上、医療と介護の他職種との連携の強化に努めています。

　ご利用者の声に耳を傾け、住み慣れた地域で安心して自分らしい生活を

送って頂けるよう、今後もより良いサービスの提供にスタッフ一同取り組ん

でいきます。

質の高い、細やかなサービスの提供 訪問介護ステーション

　居宅介護支援センターは、Ｈ27年7月よりケアマネジャー6名体制(内

1名が施設ＣＭ兼務)となり日々のケアマネジメント業務に当たっていま

す。主任ＣＭを2名配置し、地域の困難事例など、地域包括支援センタ

ーや各関係機関及び多職種との連携を図り、適切な介護サービスを選

択できるようご提案をさせて頂いています。

　昨今は緩和病棟で入院療養をされておられる患者さんから一時的に在

宅復帰をしたい等の相談も増えており、法人内外の訪問看護と連携を図

り、医療依存度の高い方への対応も行っています。24時間相談連絡体制

を整え、保健師、看護師、介護福祉士、歯科衛生士の資格を持つケアマネ

ジャーが個々の専門性を活かして生活課題を明確化し、より良いケアプラ

ン作成に努めています。「地域包括ケアシステム」の一翼を担うべく、今後

もスタッフ一同一層の努力をして参ります。

ケアマネジャー6名体制となりました 居宅介護支援センター

　訪問看護ステーションは平成9年に開設しました。訪問看

護・訪問リハビリの分野において、プロの知識と技術を持っ

たスタッフが住み慣れた我が家で自分らしく暮らしたいと

の思いが実現できるようにサポートして参ります。

　皆様の住む地域で雨の日も風の日も自動車、電動自転

車、バイク等を使い走り回っております。

　私どもの関わりによって「ありがとう」と言ってもらえた

時、リハビリを行い目標が達成された時、人生の最期の時間

をご自宅で満足して過ごして頂いた時などは本当に良かっ

たと感じる瞬間でもあります。

　地域のご利用者さんやご家族の方が安心して利用でき

る、信頼される看護サービスが提供できるよう、また地域に

必要なステーションとなれるよう努めて参ります。　　

「安心」「真心」をお運びします～スタッフも増員し充実しました～ 訪問看護ステーション
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秋まつりに約700人来場

 10月18日、第14回鶴友会秋まつり～地域の皆さまとともに

～を開催しました。

 くまモンステージ、西原中学校吹奏楽部演奏、お楽しみ大抽

選会、アロママッサージ体験、飲食ブースなど、様々なイベントを

企画し、約700人のご来場を頂きました。おかげさまで楽しく盛

大な秋まつりとなりました。

ご来場いただいた皆さま、

ご協力・ご協賛いただいた

ボランティア・企業の皆さま

ありがとうございました。

福が訪れますように！
招福餅つき

 12月12日、「第16回鶴友会招福餅つき

と地域交流会」を開催しました。当日は

天気にも恵まれ、盛会のうちに無事終

えることができました。

 皆さまへ福が訪れるよう、ご来場頂い

た方 、々地域のボランティアの方 、々法人

職員、皆で心を込めて招福餅をつきまし

た。ぜんざい、通所ご利用者の手作り正

月飾り等もご好評いただきました。

ご来場、ご協力頂いた皆さま、本当にありがとうございました！

トライアスロン世界選手権に出場
 リハビリテーションセンター   理学療法士  福田悠平

 9月19日、アメリカ・シカゴで開催されたトライアスロン年代別

世界選手権に初出場しました。レースはスイム1.5km＋バイク40ｋ

ｍ＋ラン10ｋｍの距離で競われ、116人中78位という成績でした。

 初めて世界のレースを体験することができ、貴重な経験となり

ました。またチャレンジしたいと思います。職場の皆様にはご理解

と応援をして頂き、感謝しています。ありがとうございました。今

後も仕事とトライアスロンと家庭を両立しながら、目標に向かっ

て進んでいきたいと思います。

どんな仕事なの？
中学生が職場体験

 メディエイト鶴翔苑では、毎年９月に西原中学校の職場体験（ナ

イストライ）の受け入れを行っています。

 今回は、ご利用者様と一緒にハロウィンの飾り作り、音楽療法、

病院見学などを体験していただきました。

 元気一杯な孫・ひ孫世代の中学生との交流は、毎年ご利用者様

にも大好評です。

職員も一生懸命な姿に心が和む３日間でした。
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